
　歯科ドリルは歯の治療に欠かせない機器である
一方で、発生する音に対して二人に一人が不快に
感じている。この歯科特有の音に対する不快感は
歯科受療行動の阻害因子となっており、歯科での
快適な音環境の提供は重要な課題である。そこで、
構造的な騒音対策に取り組むために、直接観察す
ることができない歯科用エアタービンハンドピース

内部の空気の流れをスーパーコンピュータを用い
た数値流体解析を行っている。さらに「耳の鼓膜
を伝わる音（気導音）」だけではなく「歯から伝わ
る音（歯導音）」に着目し、歯の切削時に患者が知
覚する歯導および気導切削音の同時計測システム
を構築した。心理的、物理的、機械的な検討を行い、
患者の不快感軽減をめざした研究をすすめている。
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歯科用ドリルの快音化をめざした研究


